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I Fa-3 シ コ ニ ン の 染 色 化 学 的 性 質

○長嶋 直子、片山　 明 （東 京家政大）

〔(社) 日本家政 学 会

坂田 佳子 （京都女子大）

目的：紫草の主色素成分、シコニンの染色化学的性質をアJしミ錯体の構造を中心に検討すること

を目的とした。

方法'.市販の染色用乾燥紫根（田中直商店）からシコニンを抽出、精製し、色素の水に対する溶

解を測定し た。また、シコニン水溶液の吸収スペクトJしに及ぼ１ 溶液のPH の影響、メタノール

溶液の吸収スペクトJしに及ばすナトリウムーメチラート 、塩化アルミニウム添加の影響を調べて

考察を行い 、シコニン ーアルミ錯体の構造を推定した。

結果：水に対する溶解度（30℃）は1.74 ×lO-'mol/l 71、難水溶性である。シコニン水溶液の吸

収スペクトルはpH8 付近から顕著に変化しはじめるので、この付近でまず水酸基の１つが解離し

はじめ、PH12-14  ではスペクトJしはダプJしピークをもつ特有のパタンを示し、２つの水酸基がと

もに解離すると考えられる。シコニンのメタノール溶液に大過剰のアルミを添加すると、吸収ス

ペクトJしは顕著に変化するが、そのパタンはDH12-14 の水溶液中で得られるものと類似している、

このような事実は、メタノール中で形成されるシコニン ーアルミ錯体は、シコニンの２つの水酸

基がそれぞれ隣接するキノンカルポニJしとの間でアJしミ･キレート を形成ｌ ることを示唆する。

このような系に塩酸を添加しても吸収スペクト ルに変化は認められず、錯体は酸に対して安定で

ある。また、絹ヒプロインを製膜し、アJしミで先媒染した後、シコニンで染色した染色膜の吸収

スペクト ルを測定したところ、そのパタンは、メ5> ノー)l中のシコニン ーアルミ錯体のそれと類

似して:いた。
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藍の生葉染めの過程におけるインジルビンの生成

○牛田　智　 谷上由香　 太田真祈

(武庫川女大)

（緒言》　藍の生葉染めでは、条件によっては青く染色できない場合がある。藍の色素で

あるインジゴの生成過程で、その構造異性体である赤色色素のインジルビンが生成するこ

とも一因であるか、どのような条件でインジルビンが生成するのか、詳しく検討されてい
ない。またこの赤色のインジルビンを積極的に染色に利用すれば、インジゴの青と混ざ

っ
て、赤紫色の染色物を生葉染めで得ることか可能であると考えられる。
（方法》　酢酸インドキシルをアルカリで加水分解してインドキシルを生成させ、PH を

調整後絹布を浸潰し、―定時間放置後洗浄した。また、藍の生葉染めを絹布に対して様々
な条件で行った。染色布は測色をするとともに、生成色素をＤＭＳＯで抽出してHP  LC
による分析を行った。
《結果》　インジルビンは、藍の葉に含まれるインジゴの前駆体であるインジカンの加水

分解物であるインドキシルと、その酸化生成物であるイサチンとの反応で生成することが
わかっている。インジカンの代わりに酢酸インドキシルからアルカリ加水分解でインドキ
シルを生成させ、PH を中性付近に下げ絹布を染色したところ、長時間放置しておいたも
のか赤紫色に染色された。酢酸インドキシルのメタノール溶液を絹にしみこませて長時間
放置することによっても赤紫色に染色されることがわかった。生葉染めを様々な条件で検

討したところ、インドキシルが酸化される時にアルカリ性になる条件、また水への溶解性
の小さいイサチンを可溶化できるような条件で赤紫色に染色することかできた。
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